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資料１

地区会議の開催概要
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地区 開催日 会場 参加者数

庭窪河畔・八雲・八雲野
草・守口・外島・太子橋地
区

平成23年
１１月１９日（土）

守口サービスセン
ター

１５名

豊里地区 平成23年
１２月９日（金）

市民活動プラザ
おおさか 東館

９名

城北河畔・赤川・毛馬・長
柄河畔・長柄地区

平成23年
１２月７日（水）

大東福祉会館 １７名

西中島・十三野草地区 平成23年
１２月１３日（火）

市民活動プラザ
おおさか 東館

１２名

大淀野草・海老江地区 平成23年
１１月９日（水）

海老江西コミュニティ
センター

１４名



地区会議の進行の流れ

２

１
基本的な情報

の説明

●地区会議の
趣旨説明

２
公園歩き

３
グループ別意見交換

４
各グループから

の意見発表

●公園の
魅力、気
づき、課
題等の発
見

●ワークショップ
形式による意見
等の抽出

●グループディスカッ
ションによる、新た
な気付きの抽出

●気付き、課題
、意見の共有

地区会議の資料構成

３

趣旨説明資料

参考情報（周辺資源マップ、淀川のワンド）

意見等の記入マップ



庭窪河畔・八雲・八雲野草・守口・外島地区

４

庭窪河畔・八雲・八雲野草・守口・外島地区の
メンバー構成

利用団体等 地域住民 自治体

・守口市ソフトボール協会
・守口市北部公民館 八雲

地区運営委員会
・淀川水系イタンセンパラ

研究会
・淀川管内河川レンジャー
・守口市社会福祉協議会
・守口市青少年指導員連絡

協議会
・下島町会テニス同好会

・守口市 北十番連合町会
・メイプルパーク・スクエ

ア自治会
・大阪市旭区地域振興会

太子橋連合第五振興町会
・下島町会

・大阪市ゆとりとみど
り振興局 緑化推進
部 計画課

・守口市都市備部 公
園課

５



庭窪河畔・八雲・八雲野草・守口・外島地区会議の開催状況

６

庭窪河畔・八雲・八雲野草・守口・外島地区会議の開催状況

７



庭窪河畔・八雲・八雲野草・守口・外島地区会議の開催状況

８

庭窪河畔・八雲・八雲野草・守口・外島地区会議の収集意見

Aグループ

Cグループ

Bグループ

９



地区会議の意見整理
（庭窪河畔・八雲・八雲野草・守口・外島地区の「地区の魅力」）
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地区の魅力

凡例

家から近くの自然豊
かな広大な公園

マラソンや駅伝など
があり、身近にある
ため気軽に見に行け
る

子供が小さいときは、
釣りや遊びに安く行
ける

家から近い距離にあ
り、自然と楽しむこ
とができる

都市河川の雄大な景
観を観ることができ
る。夕日がきれいで
ある。

ウォーキングやス
ポーツに適した広い
空間

都市の喧噪を忘れる
空間

野草地区はできるだ
け自然のままである
ことが魅力

野草地区は、少ない
面積ながらもヨシや
オギなどの淀川らし
い原植生がみられる。
希少種カヤネズミの
生息もみられる

２７年間毎週テニス
コートを利用してい
るが、季節により植
物や鳥たちが安らぎ
を与えてくれる

庭窪ワンドの樹林帯
テニスコートが設置
されている

野球場が設置されて
いる

広々とし子どもたち
と遊ぶにはとても良
いところである

高齢者にとっても楽
しい憩いの場である
（ラジオ体操）

自分たちの住むすぐ
近くに、伸び伸びと
散歩や子どもを走り
回らせる広場がある
こと（倒れても痛く
ない）

市民が安全に自然に
親しむことができる

貴重な自然とふれあ
える場所

市民にとって貴重な
運動施設がある

スポーツ・レクリ
エーションの場。市
内（街なか）の公園
では不十分である。

景色、広がり、開放
感、風、涼しさ

自然、野鳥、魚、植
物、動物、昆虫

バーベキューエリア
など新しいニーズに
対応している

草刈等の維持管理が
良好である

庭窪河畔地区

八雲地区

太子橋地区
外島地区

守口地区

八雲野草地区

地区会議の意見整理
（庭窪河畔・八雲・八雲野草・守口・外島地区の「整備に関する事項」）

整備に関する事項(公園区域内)

整備に関する事項(公園区域外)

凡例

夜間は暗すぎる
サイクリングロード
（緊急用河川敷道
路）の冠水

通路の排水路を設置
する

水道栓を増設する

やはり運動施設の割
合（面積比）が高い。
河川公園らしさが欲
しい

住民にとってはス
ポーツゾーンも大
切なので自然環境
との調和を前面に

出す

野草が必要なのか
分からない。野球
場、サッカー場は

必要である。

花壇を設置する

自然の保護、維持、
回復。自然とは具体
的に何か？

若の野花（草）、レ
ンゲ等がなくなって
しまった

現在あるスポーツ施
設のスペースを確保
しながら環境（自然
的）の保全・再生を
すすめること

利用者が増加するこ
とで、公園はさらに
良くなっていくと思
う。（運動目的だけ
ではなく）一般的な
活用を考えるべき

想定箇所の整備

運動施設と自然との
共存が図れるような
計画が必要

トイレ、日陰、休憩
所等の整備

親水区間が極めて少
ない

自然に親しめる場
所づくり。野草地
区の拡大。低水護
岸を撤去して高水
敷を切り下げる

「河川公園」なの
だから、水に直接
触れることができ
る水辺が是非欲し

い

高水敷上に浅い安
全な水域を作る。
子どもが遊べ生き
物の生息空間とな

る

野草地区がもったい
ない。雑草地区のよ
うなうっそうとした
様子になっている。
地域の方々と共にう
まく管理できないだ
ろうか？

子どもたちが遊べる
ような遊具広場が必
要

利用マナーの啓発と
共に、河岸の切り下
げを是非行ってほし
い！

レストセンターに
淀川の歴史や自然
の情報発信基地と
しての機能をもた
せる（ビジターセ
ンターとして）

淀川河川は歴史あ
るところ。もっと
活用すべき。まだ
まだ認識不足。天
然記念物・歴史を

勉強したい

ワンドが少ないのが
気になる

鳥飼大橋左岸側の侵
入路の安全性の確保

堤防の階段等の補修
が必要。川側・町側
の両方ともに草刈が
必要

大庭スーパー堤防の
整備により、川と地
域とのつながりを持
たせる

斜路の方向をサイク
リングロードとして
使いやすいようにす
る

土手の改修工事後の
傾斜が滑らかになり
（緩傾斜堤防）、単
車の進入が多い

庭窪河畔地区

八雲地区

太子橋地区
外島地区

守口地区

八雲野草地区

高水敷の切り下げを
実施した時は水難事
故防止対策が必要

水（川）との関わ
りを子どもたちに
教えて欲しい（ザ
リガニ取りができ

るように）

八雲野草地区
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地区会議の意見整理
（庭窪河畔・八雲・八雲野草・守口・外島地区の「維持管理に関する事項」）

庭窪河畔地区

八雲地区

太子橋地区
外島地区

八雲野草地区

維持管理に関する事項

凡例園路の安全対策。高
速自転車が危険であ
る

野草が高くなりす
ぎ。（見えないた
め）ゴミが捨てら
れている。野草が
枯れてきたら焼き
畑にするか、草丈
を短くして欲しい

刈り草が放置され
ている

堤防の草刈のタイ
ミング（住民の意
向も）。出水期６

～９月

芝生を張り替えた
後のフォロー（定
期的な草刈）が必

要

道路の所々に大きな
水溜りがある。排水
溝があるのに機能し
ていない。点検が必
要ではないか

「河川」公園である
ことの意識が利用者
に薄い。（あくまで
川の中である）。あ
る程度の不便さは仕
方がない。

学童・学校レベルで
の河川公園の利用・
活用が少ないのでは
ないか

外島地区の川沿いを
整備されたが、今ま
で緑が豊かだったの
に急に大きな樹木ま
でが切られてしまい、
どうしてかと思った

市民がもっと活用で
きるように宣伝・Ｐ
Ｒが大事と思う

水際で、ペットボ
トル・発砲スチ

ロールなどの大量
のゴミの漂着が見

られる

ゴミの不法投棄が
ある

看板等の老朽化した
ものがあり補修を要
す

芝の中を自転車が通
行しており、通行跡
が残っている

ネーミングの工夫。
「淀川河川自然公
園」として、それに
ふさわしい整備を行
う

川と町とのつなが
りがとても大事で

ある

多様な団体等によ
る活動、協働の推

進

このような地域の
方々の思いを聞く
場を増やし、管理
者・地域の意識の
共有を図る（広報、
河川レンジャーな

ど）

ブルーテントの撤
去を進める

ホームレス対策。
集団でグループで
住みつくため、住
み始めたらすぐに
注意（撤去）する

ホームレス対策。
ブルーシートの撤

去

人と川とがもっと近
づくことが必要。利
用を広げていくべき

野犬が多く、子ども
を追いかける！！

リードを放して犬を
散歩させている飼い
主がいる。

レストセンターの活
用（住民への開放、
地域とのつながり）

八雲野草地区

守口地区
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地区会議の意見整理
（庭窪河畔・八雲・八雲野草・守口・外島地区・意見のまとめ）

・広々とし子どもたちと遊ぶにはとても良いところである

・市民にとって貴重な運動施設がある

・家から近い距離にあり、自然と楽しむことができる 等

・自然に親しめる場所づくり。野草地区の拡大。低水護岸を撤去して
高水敷を切り下げる

・運動施設の割合（面積比）が高い。河川公園らしさが欲しい

・運動施設と自然との共存が図れるような計画が必要

・「河川公園」なのだから水に直接触れることができる水辺が是非欲しい

・レストセンターに淀川の歴史や自然の情報発信機能をもたせる 等

・野犬が多く、子どもを追いかける！！

・レストセンターの活用（住民への開放、地域とのつながり）

・看板等の老朽化したものがあり補修を要す 等

公園の魅力
について

公園の整備に
関する意見

公園の維持管理
に関する意見
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豊里地区
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豊里地区のメンバー構成

利用団体等 地域住民 自治体

・淀川水系イタセンパラ研
究会

・東淀中学校ＰＴＡ
・淀川管内河川レンジャー

・大桐連合振興町会
・豊新社会福祉協議会
・大桐連合振興町会 第１

振興町会
・大隈地域住民
・下新庄地域振興会

・大阪市ゆとりとみど
り振興局 緑化推進
部計画課
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豊里地区会議の開催状況

16

豊里地区会議の開催状況
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豊里地区会議の開催状況

18

豊里地区会議の収集意見

Aグループ Bグループ
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地区会議の意見整理
（豊里地区の「地区の魅力」）

菅
原
城
北
大

橋

地区の魅力

凡例

安全面の工夫がされ
ている

広い

安心してすごせる

きれいになってきて
いる

赤川鉄橋にしずむ夕
日は美しい

自然が豊か
のんびりできる

のびのびと遊べる

自然と触れ合える

傾斜面の広さがあっ
ていい

先のヨシの穂が美し
い

国の天然記念物イタ
センパラの重要な生
息環境である

淀川の下流域最大の
ヨシ群落がある

経済大学のブラスバ
ンド練習が楽しい

整備された場所で
の風景が実に気持
ちがよく、心がや
すまる思い

河川公園の環境が素
晴らしかった。駐車
場も管理が行き届い
ていた

小鳥が多く見られる
地域である

住居と隣接していな
いのでのびやかに使
える

自然や水辺を身近に
感じ学べる

自然が多くあり大好
きな場所です

豊里地区

菅
原
城
北
大
橋
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地区会議の意見整理
（豊里地区の「整備に関する事項」）

菅
原
城
北
大
橋

整備に関する事項(公園区域内)

整備に関する事項(公園区域外)

凡例

現状でも安心である
が川辺まで見通せる
ように（さらに安
心）

河川全体の、木、雑
草を切り、見通しを
良くし、安心して散
歩の出来る公園にす
る

不整備の場所等は散
歩も出来ないほど危
険な場所がある

グランドゴルフ場の
設備がほしい

テニスコートの使用
が少なければなくて
もいいのでは？

利用者が自然環境に
親しめるような散策
道を作ってはどう
か？

コスモス畑の整備 鳥など生物から見た
整備をしてほしい

公園として生き物の
楽園にする

子供たちが自然体験
できる場の再生が必
要だ

地域の空間にひとつ
は公園があればいい

使い分け（自転車置
場等）

女性、子供も安心し
て使える整備と管理
のあり方

多目的な公園に変え
てはどうか？

トイレが少ない

河川公園と淀川の本
流との間がもう少し
整備されたらよいな
と思う

急勾配の低水路護岸
と柵が川へのアプ
ローチを妨げる

川が見える公園作
りを考える

河川とかかわりの
ある利用を優先す

る

川側が遠く感じる

平成ワンドを活用し
た水辺公園に変えて
いってはどうか

コンクリート護岸
（自然環境として）
テトラなら魚がすむ

ヨシ群落における樹
林化が問題になって
いる

階段の横に自転車の
通れるスペースがあ
ればと思う、勝手に
道を作ってしまって
いる

川を見ることがで
きない

豊里地区
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地区会議の意見整理
（豊里地区の「維持管理に関する事項」）

菅
原
城
北
大
橋

豊里地区

維持管理に関する事項

凡例

野球等のグランド使
用が休日に集中する
のであれば使用禁止
で良いのではないか

ゴミ等の不法投棄が
多い

自然要素が多いため
管理面で判断できに
くいところがあるの
ではないか

豊里地区に多く残る
自然環境の保全と管
理が必要だ

夏場は、淀川に屋形
船を浮かべると観光
客に受ける

淀川全域での水上バ
スの活用

現状を維持していけ
ばそれでいいと思う

河川公園の利用者
（ボランティア）に
よる清掃業の協力体
制が必要と思われる

公園・河川の私物化
（野球）

専有者がいる

不法占有、不法耕
作解消となる多様
な整備の有り方

不法占有、不法耕
作による適正な利

用の阻害

不法占有者が多い
と感じた

ホームレス、不法
耕作、不法占有グ
ラウンドが問題だ

河川公園の奥まっ
たところのゴミの
不法投棄とブルー
シートが気になっ

た。

ブルーテントがあ
る

昔は「ミズゴンがで
る」と子供に教育し
ていた。
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地区会議の意見整理（豊里地区・意見のまとめ）

・整備された場所での風景が実に気持ちがよく、心がやすまる思い

・のんびりできて、安心してすごせる

・経済大学のブラスバンド練習が楽しい 等

・川を見ることができない

・川が見える公園作りを考える

・河川公園と淀川の本流との間がもう少し整備されたらよい

・平成ワンドを活用した水辺公園に変えていってはどうか

・利用者が自然環境に親しめるような散策道を作ってはどうか 等

・公園・河川の私物化（野球）

・ゴミ等の不法投棄が多い

・ホームレス、不法耕作、不法占有グラウンドが問題 等

公園の魅力
について

公園の整備に
関する意見

公園の維持管理
に関する意見
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城北河畔・赤川・毛馬・長柄河畔・長柄地区

24

城北河畔・赤川・毛馬・長柄河畔・長柄地区のメンバー構成

利用団体等 地域住民

・淀川水系イタセンパラ研究会
・大阪工業大学 城北水辺クラブ
・大阪市立桜宮高等学校
・淀川管内河川レンジャー
・日本野鳥の会 大阪支部
・豊仁社会福祉協議会

・友渕連合振興町会
・大阪市旭区住民
・大阪市都島区地域振興会
・淀川連合振興町会
・大東連合振興町会
・豊仁連合振興町会
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城北河畔・赤川・毛馬・長柄河畔・長柄地区会議の開催状況
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城北河畔・赤川・毛馬・長柄河畔・長柄地区会議の開催状況
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城北河畔・赤川・毛馬・長柄河畔・長柄地区の開催状況

28

城北河畔・赤川・毛馬・長柄河畔・長柄地区会議の収集意見

Aグループ Bグループ

Cグループ
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地区会議の意見整理
（城北河畔・赤川・毛馬・長柄河畔・長柄地区の「地区の魅力」）

地区の魅力

凡例

広大な景観

広々として自然を感
じる

残念石など歴史的な
価値が多い

広く整備されて使い
やすい

管原橋よりの景観は
すばらしいです

旧毛馬閘門など歴史
的なものもあってよ
かった自然豊かな公園

整備されていて大変
美しい

市街地のすぐ近くに
ある緑のスーパー堤
防は「人間蘇生の場
所」ともいうべき素
晴らしいものです。
例えば堤防から見る
淀川や芝生のじゅう
たん、大自然の素晴
らしさ、人は一日一
回くらいこのような
場所で深呼吸し明日
の活力を作りたいも
のです。

面積が広い

団体でも使用できる
自由に利用できる

グランド・テニス
コートが数多くある

広大な自然環境

広々として気持ちが
よい

歴史的・文化的価値
のあるポイントがあ
る

手入れが行き届いて
いてきれいだ

アクセスがよい

野鳥観察によい 市内中心部に有りな
がら自然豊かな景観
が楽しめる魅力があ
る淀川河川公園の魅

力：さまざまな利用
者が集まりすごして
いるところ。例えば
運動目的の人たち、
釣り人、絵描きなど

芝生がきれい

野鳥など自然の生物
が見れる

近くに自然豊かな景
観があり素晴らしい

赤川地区

毛馬地区

長柄地区

城北河畔地区

長柄河畔地区
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地区会議の意見整理
（城北河畔・赤川・毛馬・長柄河畔・長柄地区の「整備に関する事項」）

整備に関する事項(公園区域内)

整備に関する事項(公園区域外)

凡例

長柄地区は運動公園
が少ない

運動部分は少し広く
取りすぎ感が有りま
す

スポーツ施設が目立
つ

河川の自然と関係の
ない施設が多い

花壇等を設置すると
いいのではないか？

干潟をつくったり、
野鳥観察できる場を
つくる

ベンチ等の設置を増
やし、人が（子供、
大人、お年寄り）集
まる場所をつくる

動植物の名称等を
つける。表示板を

つくる

生息している動植
物の種類や名称が

わからない

自然に対してはス
ペースの配分が必要

自然地区が少ない

スポーツグランドと
して専有している面
積が多いが自然の再
生と共存できれば良
い 植生にもっと多様性

を持たせる（草や芝
ばかりじゃなく）グランドから自然地

区へ

川ならではの自然の
再生をするべきだ

広い原っぱだけで、
利用しにくい

自然があるようなな
いような不自然な感
じがする

このままあまり変わ
らないでほしい

利用年齢に分けた
ゾーニングをする
（幼児、学童、大
人）

自由使用地区は野草
地区へ変えるべき

人々が集まる場所や、
スペースが少ない

身近なところに有る
だけに多目的に利用
してはどうか？

利用が非常に少ない
ところ（例：毛馬の
バーベキュー広場）
をほかのものに利用
するといい

ドッグランを設置し
てほしい

高齢者でも利用で
きるアプローチと
して動く歩道みた
いなものがあれば

よい

高齢者がもっと利
用できるように歩
道に手すり等バリ
アフリーに力を入

れてほしい。

川沿い近くはグラ
ンドが多くスポー
ツ以外一般の人が
遊び憩う場が少な
い。日陰が少ない。
遊具がほしい。

桜の家公園のよう
な桜の通りとか陰
のある遊歩道がほ

しい

大きな木があれば
いいのにと思う

においをなくすため
に水の流れをよくす
ればいいと思う

川に親しめる公園作
り

水たまり、浅いプー
ルがほしい

長柄地区は、川での
遊びができるように

したい

汽水域を活かした公
園作り（長柄地区）

自然に親しめる公園
づくり

遊具がなくて幼児が
遊びにくい

運動場は良いけれど、
緑地がもう少し多く
なればよい

長柄地区にワンドが
できないか

ただ草のはえている
だけの斜面を一部を
花壇にしたりハーブ
園にしたりしては？

毛馬地区と長柄地区
の間には鉄扉があり
往来しにくい

赤川地区

毛馬地区

長柄河畔地区

長柄地区

トイレが少なくて、
小さい

城北河畔地区
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地区会議の意見整理
（城北河畔・赤川・毛馬・長柄河畔・長柄地区の「維持管理に関する事項」）

赤川地区

毛馬地区

長柄河畔地区

長柄地区

城北河畔地区

維持管理に関する事項

凡例

以前雪やなぎが目を
楽しませてくれたの
に抜かれたのは残念
だ

15センチくらい残
して草刈してはど

うか？

樹木が成長しすぎ

ホテイアオイはなく
なったといわれてい
ますが長い年月で出
ないように気をつけ
る必要がある

徹底した外来種の
駆除

外来魚を放流しな
いでほしい

淀川河川公園の課
題：外来種が多く
存在している（外
来種：ブラックバ
ス、ブルーギルな

ど） 川面の外来種（ア
ゾラなど）の対処
はどうするのか？

固有生物が外来種
により危機的状況

にある

アゾラという外来
種の藻のせいで赤
川付近水路（川）

が汚い

淀川のいいところを
多くの人にアピール
することも大事だと
思います

淀川河畔に関連する
見所等のPRをする

ゴミ箱が少ない

淀川河川公園を良
くしていくにはゴ
ミが多いので減ら
す活動をするべき

だ

ゴミの不法投棄、
水辺のゴミ撤去を
徹底してほしい

自転車の利用が多い

毛馬の閘門を観光化
し、舟運として利用
したらどうか？

公園部分は地域への
配分（優先利用）の
検討が必要

ある一定の団体が毎
週使っている

赤川地区の占用につ
いて考えることが大
事なのではないか

水の流れが悪いこと
と動物やゴミのせい
で8月は大変くさい

環境教育の場として
いろんなプログラム
を実施しては？

公園管理の一環とし
てのワンド学習会や
自然観察会の主催

犬の散歩をされる方
が多い中、犬の毛、
フンの後始末をして
ほしい

駐車場を本来の目的
以外の利用で使う人
がいるので問題であ
る

一人ひとりがマナー
を守って公園を利用
する

現在使われている
ルールは古いため、
時代に合わせて見直
しを考える

城北ワンドの自然
を残し活用 ※住
民参加の保全につ

なげる

城北ワンド群の管
理を共用化

城北ワンド群を活
かした自然に親し

める公園
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地区会議の意見整理
（城北河畔・赤川・毛馬・長柄河畔・長柄地区・意見のまとめ）

・広大な自然環境、広々として気持ちがよい、整備されて使いやすい

・市内中心部に有りながら自然豊かな景観が楽しめる魅力がある

・歴史的・文化的価値のあるポイントがある 等

・スポーツグランドとして専有している面積が多いが

自然の再生と共存できれば良い

・身近なところに有るだけに多目的に利用してはどうか？

・広い原っぱだけで利用しにくい

・生息している動植物の種類や名称がわからない

・動植物の名称等をつける。表示板をつくる 等

・公園管理の一環としてワンド学習会や自然観察会の主催

・環境教育の場としていろんなプログラムを実施しては？

・徹底した外来種の駆除 等

公園の魅力
について

公園の整備に
関する意見

公園の維持管理
に関する意見
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西中島・十三野草地区

西中島・十三野草地区のメンバー構成

34

西中島・十三野草地区のメンバー構成

利用団体等 地域住民 自治体

・日本野鳥の会 大阪支部
・NPO法人自然と緑
・淀川管内河川レンジャー
・淀川自然観察会
・淀川リトル リトルシニ

ア野球
・淀川区校長会
・淀川区スポーツ推進委員

協議会

・淀川区未来わがまちビ
ジョン推進委員会

・大阪市都島区住民
・大阪市淀川区地域振興会
・木川連合振興町会
・淀口連合町会 西中島連

合

・大阪市淀川区役所
区民企画担当
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西中島・十三野草地区会議の開催状況
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西中島・十三野草地区会議の開催状況
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西中島・十三野草地区会議の開催状況
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西中島・十三野草地区会議の収集意見

Aグループ Bグループ
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地区会議の意見整理
（西中島・十三野草地区の「地区の魅力」）

地区の魅力

凡例

大阪市内で最も自然
豊かな所である。

水鳥、野鳥など自然
とのふれあいができ
る。

少なくなった野鳥、
ヨシ原が残されてい
る。

身近なところに大き
な自然空間があり、
誰でも利用できるの
はよい。

大都市の中にいて、
これほどの大自然が
あることは素晴らし
いので住民に教えた
い。

自然と触れ合う魅力
の可能性がまだまだ
たくさんある。

春・夏・秋・冬と季
節を感じる自然があ
る。

空を360°見ること
ができる。素晴らし
い。

多くの人が河川敷の
全面を利用している。

人間が作った人工で
ない本当の自然。植
物、鳥、カニがいる。

自然と人工物との共
存に工夫をしてきた。

ヨシ原と公園が一体
化している。

広いスペース空間が
あり、子供が大らか
になる。

都会のオアシス、自
然環境。

教育に適した資源が
多い。

なんといっても大阪
市地区という大都会
に接している大河で
あり、人々の生活と
密着している。

世界の都市で野鳥が
集まるのはここだけ。

大きな川とその自然、
広い場所。

広大なヨシ原がある。
都会の中の豊かな自
然。

水辺から見る梅田の
ビル群の夜景は素晴
らしい。

水辺に集う生物がた
くさんいる。

十三野草地区

西中島地区
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地区会議の意見整理
（西中島・十三野草地区の「整備に関する事項」）

整備に関する事項(公園区域内)

整備に関する事項(公園区域外)

凡例公園内の歩く人、自
転車、ランニング等
の区分。

野球場などのグラウ
ンドは必要。

スポーツ広場は今以
上に増やさない。

（園路を）せせらぎ
のある遊歩道に変え
る。

草花園の必要性はあ
るのかどうか疑問。

サインもピクトグ
ラフにしてはどう
か？（外国人でも

わかる）

サインが少ない。

サインの向きが逆
ではダメ。

歴史の表示がほしい。

デザインされたサ
インをもっと増や
す。（野鳥案内サ

インとか）

草木の説明板を設
置したほうがよい。

野鳥の説明板を設
置したほうがよい。

今の草花園のある砂
利道を桜の遊歩道に
してほしい。

自然にかえす。
（芝）

本川は国交省、大川
は指定区間として大
阪府と切り分けず、
市内を貫流する大川
の整備とも関連付け
ての改修・整備。

人工的に造ったもの
は自然になじむのに
30～40年必要。
（例：大阪城公園、
千里ニュータウン）
腰を据えた長期的視
点での整備。

川から河川敷の自然
な変化による連続性。

東京に比べて圧倒的
に少ない都市公園面
積を補うものとして
の位置づけ。

多くの人が利用でき
る河川公園を目指す
べき。

安全安心な活動が出
来る場として更なる
工夫をしていくべき。

公園としての目的と
それに必要な機能を
充実していく必要が
ある。

町の中ではできない
ことを考えよう、
やってみよう。

流水の水質だけでな
く河原の工質の改良
も必要。

公園単独ではなく周
辺地域の街づくりと
連動していくことが
大切。

子供たちを育む公園
のあり方について考
える。

自然が分断されてい
る。（グラウンド、
バーベキュー広場、
野草地区）

バーベキューエリ
アは必要か？

バーベキュー広場
が広すぎる。

サービス（市民）
とは考えバーベ

キューはもう少し
縮小（コーナー）

すべき。

高齢者が利用する
ために階段に手す

りが必要。

堤防に作られた階
段への手すり措置
は高齢化もあり必

要では？

ビオトープに変える。

夏場の直射日光を弱
めるためにもっと高
い木を植えることは
できないか？

干潟は有効に保存す
べき。

干潟の水路は土が崩
れて危険なので、整
備して入りやすくし
てはどうか？

ヨシ原や干潟の環境
保全を進めるべき。

出来るだけ水辺に近
づけるような対策を。

河川敷に安全にいけ
るように信号機を設
置したほうがいい。

水辺と人が入りや
すいように作り直

す。

子供たちが安心し
て水辺に近づける
環境づくりをする

べき。

河川敷の中に小さな
流れを作ってはどう
か？

西中島駅からのアプ
ローチが良くない
（暗い、汚い）。

水害に対する備えも
必要。

十三野草地区

西中島地区
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地区会議の意見整理
（西中島・十三野草地区の「維持管理に関する事項」）

十三野草地区

西中島地区

維持管理に関する事項

凡例ヨシ、セイタカアウ
ダチ草等で見通しが
悪くなれば事故が起
きたとき発見しにく
い。 警察、消防などの通

報先が、淀川（河川
公園）に行ったらど
うなるのかわからな
い。（堤内地とは管
轄が異なる）

有事の際に行政に連
絡する場合、左岸側
に連絡することを右
岸側に変えられない
か？

河川敷の草花園のコ
スモスを刈り取って
商売している者がい
る。

人々の目、意識が河
川に向くような効果
的な広報活動。

親近感をもっと持て
るようにＰＲする。

野草地区は下の地域
にはあまり知られて
いない、他に知らせ
てはどうか？

不法投棄のゴミの多
さが問題である。

樹木、植物を出来る
だけ自然に保持する。

住民にわかりづらい
ことが多々ある。例
えば放置したゴミの
収集をどうしている
かなど。

地域（地元）の人が
優先して利用できる
スポーツ広場に。

バーベキュー広場
の有料化を検討す
るべきではない

か？

バーベキュー等の
ゴミの後始末の強

化すべき。

ブルーシートをなん
とかできないか？

野犬対策 水路か
ら生き物、ヨシ原
育成、自然公園へ。

野犬に対する身の
防ぎ方も教えるべ

き。

野犬がいるため危
険である。

公園はどこでもそう
だが、手続きが煩雑
で利用したくても面
倒。

野草地区のゴルフ練
習している人がいる
がこれは危険ですの
でやめさせることは
出来ないか？

夏の花火は近所迷惑。
夜10時から２時頃ま
でやっている。

一朝一夕ではいかな
いだろうし、河川推
進とは関係ないが日
本人のモラル向上。
使ったら片付けるゴ
ミを出したら持ち帰
るなど。

とにかく住民が親
しめる淀川にする。

住民がわかりやす
い公園とする。

地域住民の声を聞
いて、住民が望ん
でいる河川公園に

してほしい。

地域住民が主体と
なったプロジェク
トチームを作り国
土交通省をサポー

トする。

地元だけではなく
もっと広域的に情報
提供する。

ボランティアの登録。

ダンボールころころ
ゲーム（河川レン
ジャー発案のゲー
ム）の大会を開催し
て24区大会をやる。

花火大会に代わる大
会を行う。（キャン
ドルナイトなど）

船場という考え方を
広げ大阪湾から中流
域へ船が上がれる検
討をする。
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地区会議の意見整理
（西中島・十三野草地区・意見のまとめ）

・広大なヨシ原がある
・教育に適した資源が多い
・大都市の中にいて、これほどの大自然があることは素晴らしいので

住民に教えたい 等

・ヨシ原や干潟の環境保全、川から河川敷の自然な変化による連続性

・子供たちが安心して水辺に近づける環境づくりをするべき

・スポーツ広場は今以上に増やさない

・野球場などのグラウンドは必要

・野鳥・草木等を紹介するサインを設置する

・草花園の必要性はあるのかどうか疑問 等

・バーベキュー等のゴミの後始末の強化をすべき
・人々の目、意識が河川に向くような効果的な広報活動 等

公園の魅力
について

公園の整備に
関する意見

公園の維持管理
に関する意見
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大淀野草・海老江地区

44

大淀野草・海老江地区のメンバー構成

利用団体等 地域住民 自治体

・福島区ソフトボール連盟
・堀川小学校障害学習ルー

ム環境学習講座
・日本野鳥の会 大阪支部
・淀川管内河川レンジャー
・淀川自然観察会
・大阪市コミュニティ協会

福島区支部協議会
・大阪市立海老江東小学校
・大阪市立海老江西小学校
・大阪市立鷺洲小学校

・大阪市西淀川区住民
・大阪市福島区海老江東連

合町会
・大阪市福島区海老江西連

合町会
・大阪市福島区鷺洲連合振

興町会

・大阪市ゆとりとみど
り振興局 緑化推進
部計画課
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大淀野草・海老江地区会議の開催状況
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大淀野草・海老江地区会議の開催状況
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大淀野草・海老江地区会議の開催状況
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大淀野草・海老江地区会議の収集意見

Aグループ

Cグループ

Bグループ

49



地区会議の意見整理
（大淀野草・海老江地区の「地区の魅力」）

地区の魅力

凡例

大都会の中で自然が
残っていること。保
存されていること

大阪市の中で市民が
楽しめる運動施設が
確保されていること

都市化されている大
阪市内において、
広々とした空間が確
保されていること

動・植物など自然を
大切にした公園

自然豊かな中でス
ポーツができる

平日とはいえ静かな
自然公園である

全体的にゴミが少な
く感じる

子どもたちが遊び学
ぶことができるゾー
ンで、将来的に残し
たい

海老江、大淀地区の
自然豊かな川である
ことを知ることがで
きた

都会の中にもこんな
公園があることをPR
してもらいたい

何か目的を持って行
かなければならない。
目的を持たずに行っ
ても楽しいことが
待っている公園にし
たい

春と秋の渡りの時期
には珍しい鳥も観ら
れる

渡り鳥、旅鳥の休息
地や越冬地になって
いる

水鳥の渡来地

思っていたよりゴミ
が無く、道路等が整
備されていた 特に大淀野草地区が

自然観察学習に使え
る

自然観察、釣り等、
野外レクレーション
の場

都市近郊の広大な
オープンスペース

堤内地からのアクセ
ス強化

ミサゴやチョウゲン
ボウなどの鷹の餌場
になっている

阪神淀川駅から直ぐ
行ける

シーズンはにぎわっ
ている

海老江地区の水際に
は自然の干潟が残さ
れている

大淀野草地区は、
チョウゲンボウが繁
殖する豊かな自然が
残る

自然が残っている

よく管理されている

よく公園が整備され
ていると感じる

ヨシ原等自然がかな
り残されている

海老江地区

大淀野草地区
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地区会議の意見整理
（大淀野草・海老江地区の「整備に関する事項」）

整備に関する事項(公園区域内)

整備に関する事項(公園区域外)

凡例

自然観察のために児
童を連れて行くのに
最適だが、安全面が
心配

エコトーンの創出
（遷移帯）

海老江地区はグラウ
ンド、大淀地区は野
草地区という、大き
なスパンで考えるの
ではなく、それぞれ
の地区ごとにグラウ
ンド・野草地区等の
配慮を考えたほうが
利用しやすいのでは
ないか

マラソン・ジョギン
グコースの整備が進
むと良い

野球（ソフト）に利
用者が特化し、偏っ
ている

スポーツをする人以
外が利用しにくい

野球のみ優先は問題。
他のスポーツ（ゴル
フ）をしたい人もい
る

公園内はグラウンド
が主体。殺風景な感
じがした

遊歩道をもっと取り
入れて欲しい

既存のさまざまな標
示板が老朽化し、更
新や撤去が必要と思
われる

公園全体の利用しや
すい地図

鉄橋などの名所のプ
レートや看板があっ
ても良い（今どこに
いるかの目印とな
る）

堤防上のイタズラさ
れない高い位置に、
行先表示や案内表示
を設置することが可
能ではないか

生物多様性が低い

干潟はなかなか再生
しないので、集中的
に残せるようにする
とよいのではないか

河川敷を切り下げて
さらに自然に近いも
のにしては？

もう少し自然に近い
ものにしてはどうか

生き物がすみやすい
場所は人も住みやす
いものとなる

春・秋の旅鳥の通過
時期に干潟に入る人
がいるので野鳥が降
りれなくなっている

鉄橋前のグラウンド
は撤去し、自然の河
原に戻す。チョウゲ
ンボウの餌場の確保

「あるべき姿」を想
定に整備する道路を中央→護岸方

向に移動し、川と野
球場との境界を内に
移動

バランス。人が入ら
ないゾーンをつくる。
（荒川にはあるが、
淀川ではどうか）

トイレが少ない

公園内に中高木がな
い

船着場の立入禁止の
文字。しかし入って
いる人が多い。入れ
るように安全策を考
えてみれば？

魚釣り公園としても
整備できないか（対
岸で高学年が魚釣り
の活動をしている）

自然だけでなく防災
の観点からも河川敷
を見て行く事が大事
と考える

川の水際に近づけれ
ばもっと自然とのふ
れあいとなる

海老江地区は運動公
園的であるが、柵の
外側の整備をしても
らいたい

広場をもう少しきれ
いに整備してはどう
か。できれば自然に
河の水が出入りする
ように、子どもたち
が河の中に入れるよ
うに干潟の再生を行
う。

水辺の近くは自然に
親しむ目的の遊歩道
にして欲しい

野草の植生が放置
しっ放し。当初から
こんな植生を目指し
ていたのか。お花畑
では？

自然ゾーンが雑然と
している

大淀野草地区は、セ
イタカアワダチソウ
が目立ち、勢いの弱
い他の草が消滅する
（防犯上も好ましく
ない）

野草地区の整備

草地を作ると虫が来
る。ビルの屋上でも
虫が来た

河畔林を小規模でも
作っていくことが必
要

水際とグラウンドの
間に連続した自然帯
を作り、生き物が生
息しやすい環境にす
る

海老江地区

大淀野草地区
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地区会議の意見整理
（大淀野草・海老江地区の「維持管理に関する事項」）

海老江地区

大淀野草地区

維持管理に関する事項

凡例定期的に業者が河
川敷、海老江地区
の草刈をしている
が、周辺地域にす
ごい砂ボコリが飛
んできて、洗濯物
が干せないという
声を聞く。水を撒
いてから刈って欲
しい

子どもたちが安心
して自然遊びがで
きる管理を定期的
に行う必要がある

すすきの手入れ

硬式野球をしてい
る団体がある

在来種の導入

外来種が多い自然を学ぶ場（田
舎における里山と
同じ）として地域
で活用

イベント利用の活
発化

近隣の市民の方以
外にも利用してい
ただくために広報
する

区民、市民への広
報が必要（すばら
しい自然環境の状
況をPR）

淀川河川の魅力を
もっと広めたほう
がいい

汚いイメージ

河川は利用者が特
に多く、ゴミ箱も
設置していないの
で、マナーもある
がゴミが広々と散
らかっている

車でアクセス方法
を聞かれても説明
できない

旅鳥の移動時期に
貝堀りを禁止でき
ないか

幼稚園・小学校低
学年が虫取りの活
動をしている。活
動前に草を刈られ
ると虫がいなくな
る（堤防外側）

地域で清掃等

野球場を特定の大
会で占有し、地域
の人が利用しにく
い

ピクニック、バー
ベキューなど、有
料化利用の促進

不法居住者の撤去

鉄橋の下の管理が
気になる（テント
がある）

河川沿いにホーム
レスのテントがあ
り、犬を飼ってい
る人が多く、放し
ている

ゴルフをしている
人を見かける

利用者が飼い犬を
連れてきてるがほ
とんどはロープに
つながれていない
（特に小型犬）。
注意して欲しい

水上バイク利用で
野鳥が逃げていく
ので迷惑している
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地区会議の意見整理
（大淀野草・海老江地区・意見のまとめ）

・大都会の中で自然が残っていること。保存されていること

・大阪市の中で市民が楽しめる運動施設が確保されていること

・渡り鳥、旅鳥の休息地や越冬地になっている 等

・水際とグラウンドの間に連続した自然帯を作り、 生き物が生息しやすい

環境にする

・川の水際に近づければもっと自然とのふれあいとなる

・既存のさまざまな標示板が老朽化し、更新や撤去が必要

・鉄橋などの名所のプレートや看板があっても良い（今どこにいるかの

目印となる）

・スポーツをする人以外が利用しにくい 等

・野球場を特定の大会で占有し、地域の人が利用しにくい

・（野草地区は）自然を学ぶ場（田舎における里山と同じ）として

地域で活用

・区民、市民への広報が必要（すばらしい自然環境の状況をＰＲ） 等

公園の魅力
について

公園の整備に
関する意見

公園の維持管理
に関する意見

53


